
護憲三派内閣の成立

【山本権兵衛】(第２次)内閣(1923)
　・非政党内閣　蔵相【井上準之助】、内相　後藤新平
　　組閣中に【　　　　　　　　　　】発生→震災恐慌へ
　　　　【　　　　　　　　　】施行。治安維持を図る。
　　　　30日間のモラトリアム発令→銀行が支払いを一時停止すること
　　　　朝鮮人虐殺事件・【亀戸事件】→どんな事件か用語集をつかって調べましょう。
　　　　【　　　　　　　　　】・・・憲兵 甘粕正彦による大杉栄・伊藤野枝の殺害
　　　　　→震災の混乱に乗じて社会運動家を殺害した事件。
　　【　　　　　　　　　　　】　･･･　無政府主義者　難波大助(なんばだいすけ)の【　　　　　　　　　　　　　　　　　
】狙撃事件
　　　↓
　　事件の責任を取り内閣退陣。

【清浦奎吾】内閣(1924)
　・枢密院議長から組閣。貴族院中心の超然内閣。
　　　　↓
　　反対。【　　　　　　　　　　　　　　】展開
　　　スローガン　･･･　「普選断行・貴族院・枢密院改革・行政整理」
　　　護憲三派　 ・・・　【憲政会】(加藤高明)【立憲政友会】(　　　　　　　　　)【革新倶楽部】(犬養毅)
　　　　↓
　　政友本党を味方につける　・・・　立憲政友会内の清浦内閣支持派の多数派がつくった政党
　　　　↓
　　総選挙の結果・・・　護憲三派の圧勝　→　内閣退陣　　

【加藤高明】(第一次)内閣(1924～1925)　・・・　憲政会総裁
　・政党内閣、護憲三派内閣(推薦：最後の元老　【西園寺公望】
　　以後、政党内閣の慣行続く　→　【　　　　　　　　　　　】(1924～1932)
　　　立憲政友会・・・積極政策による利益誘導・対中国政策→軍と同調し積極方針
　　　憲政会　・・・普選実現・軍備縮小などデモクラシー色。対中国政策は不干渉主義・緊縮財政
　・外相　幣原喜重郎(強調外交：幣原外交)・陸相　宇垣一成(うがきかずしげ)〈宇垣軍縮〉
　　　1925年
　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　】締結・・・日ソ国交樹立。シベリア出兵から続く日ソ交渉。北樺太
からの撤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵をおこなう。
　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　】成立・・・(1925成立、1928実施)→納税制限資格の撤廃。25歳以
上の男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性に選挙権(女性は含みません)、30歳以上の男性に被
選挙権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を認めるものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→小選挙区から中選挙区へ
　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　】成立・・・共産主義・社会主義への弾圧法規。
　　　　　　　　　　　　・「国体ヲ変革シ又ハ私有財産制度ヲ否認スル」者を厳罰に処す
　　　　　　　　　　　　　理由：日ソ国交樹立による共産主義思想の波及を防ぐため。
　　　　　　　　　　　　　　　　　普通選挙法施行による労働者階級の政治的影響力の増大を警戒。
　　　　　　　　　　治安維持法改正(1928、田中義一内閣)・・・厳罰規定に【死刑】を追加
　　　　立憲政友会(総裁 田中義一)、革新倶楽部を吸収　→三派分裂

加藤高明　内閣(第二次)（1925～1926)　･･･三派分裂、憲政会単独内閣
→首相病死後、憲政会総裁となった【　　　　　　　　　　　　　　　】が内閣を組閣。



清浦奎吾内閣
(超然内閣)

政友本党
(149議席)

政党内閣の実現を目指し
護憲三派は憲政擁護運動
を展開。

護憲三派

　　憲政会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立憲政友会　　　　　　　　　　　　　　　　　　革新倶楽
部
　(103議席)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (129議席)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(43議席)
　総裁 加藤高明　　　　　　　　　　　　　　　総裁 高橋是清　　　　　　　　　　　　　　　　　犬養毅　　　　　

清浦内閣打倒！普選断行！等を
スローガンに。
清浦内閣が超然主義をとっていた
からこうなった。
つまり超然主義とは「政府の政策
は政党の意向により左右されては
ならないという立場をとること」を指
すんですね！だから議会無視など
の立場を取れたわけです




